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職員の給与等に関する報告及び勧告について

本委員会は、地方公務員法第８条第１項、第14条第２項及び第26条の規定に

基づき、職員の給与等について別紙第１のとおり報告し、別紙第２のとおり勧

告します。



は じ め に

人事委員会の勧告制度は、労働基本権を制約された職員に対する代償措置と

して、職員の給与、勤務時間その他の勤務条件について社会一般の情勢に適応

するよう必要な措置を勧告し、職員の適正な処遇を確保することで、安定した

労使関係の維持や、円滑で効率的な県行政の運営に寄与してきた。

本委員会は、地方公務員法に定める給与等の決定原則に基づき、職員及び県

内民間事業の従事者の給与等、国や他の地方公共団体の状況、その他社会経済

情勢などを総合的に勘案し、慎重に検討を行った上で、職員の給与等について

報告及び勧告を行うものである。

県議会及び県知事におかれては、人事委員会の勧告制度の意義や役割に深い

理解を示され、別紙第２の勧告どおり実施されるよう要請する。
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